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新
医
協
第

新
医
協
第
７７７７
回
総
会

回
総
会

��
全
国
研
究
集
会
抄
録

全
国
研
究
集
会
抄
録

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
！

・
記
念
講
演　

子
ど
も
の
発
達
を
か
ら
だ
丸
ご
と

か
ら
と
ら
え
な
お
す
　
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

・
第
７７
回
総
会　

ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

１１
月
１６
日
（
土
）

１１
月
１７
日
（
日
）

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
認
知
症　

ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

・
認
知
症
の
実
際
と
ア
プ
ロ
ー
チ�

�

地
下
会
議
室
（
同
会
館
）

・
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
環
境
汚
染
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か�
�

ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

疫
学
研
究
分
野
に
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
人
の
生
涯
の
健
康

に
人
生
の
早
期
か
ら
の
周
囲
の
生
活
環
境
が
強

く
影
響
を
及
ぼ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様
の

視
点
で
私
の
専
門
分
野
で
あ
る
顎
顔
面
領
域
の

発
育
を
見
て
み
ま
す
と
新
生
児
期
を
取
り
巻
く

環
境
と
し
て
授
乳
、
抱
っ
こ
、
寝
か
し
つ
け
な

ど
が
そ
の
人
の
成
長
に
大
き
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
は
な
ん
ら
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近

年
の
核
家
族
化
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
変
化
、

親
世
代
の
身
体
機
能
・
感
覚
の
低
下
に
よ
り
生

み
出
さ
れ
た
子
育
て
グ
ッ
ズ
の
登
場
に
よ
り
子

育
て
の
方
法
は
大
き
く
変
化
し
、
残
念
な
が
ら

こ
れ
ま
で
先
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
方
法

が
現
代
に
お
い
て
は
尊
重
さ
れ
ず
に
捨
て
ら
れ

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ア
マ
ゾ
ン
の
奥
地
に
住
み
何
万
年
も
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
変
化
さ
せ
ず
に
現
代
に
受
け
継
い

で
き
た
ヤ
ノ
マ
ミ
の
民
た
ち
は
歯
ブ
ラ
シ
も
使

い
ま
せ
ん
し
食
べ
物
も
粗
末
な
も
の
で
す
が
住

民
た
ち
の
歯
並
び
は
綺
麗
で
む
し
歯
も
歯
周
病

も
無
く
い
た
っ
て
健
康
な
の
で
す
。
確
か
に
む

し
歯
は
減
っ
て
い
る
も
の
の
多
く
の
子
ど
も
の

歯
並
び
に
問
題
が
み
ら
れ
る
現
代
に
お
い
て
は

昔
か
ら
の
子
育
て
の
技
術
を
科
学
の
目
で
冷
静

に
見
つ
め
な
お
し
、
そ
こ
か
ら
我
々
に
必
要
な

新
し
い
知
識
や
見
解
を
導
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演
で
は
私
が
実
践
し

て
い
る
保
育
歯
科
に
お
い
て
見
え
て
き
た
現
代

の
子
育
て
が
引
き
起
こ
す
口
の
成
長
の
つ
ま
ず

き
に
つ
い
て
知
っ
て
頂
き
ど
の
よ
う
に
こ
の
問

題
を
解
決
す
る
べ
き
か
聴
講
者
の
方
々
に
知
恵

を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

高
島
隆
太
郎 

歯
科
医
師

参

加

費
　２
日
間
通
し
て

　

新
医
協
会
員
２
５
０
０
円

　
　
　
　

一
般
３
５
０
０
円

　
　
　
　

学
生
１
０
０
０
円

�

（
資
料
代
含
む
）

  
相
馬
範
子  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ム
ー
ミ
ン
の
会�

子
ど
も
子
育
て
支
援
複
合
施
設　

な
か
ま
の
杜
代
表　

ろ
ぜ
っ
と

保
育
園　

前
園
長

会
場【
東
京
労
働
会
館
】

オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
中
継

保
育
歯
科
の
実
践
か
ら
見
え

て
き
た
子
ど
も
の
発
育
の
つ

ま
ず
き
の
原
因
と
支
援
方
法

運
動
と
姿
勢
の
発
達
が
食
べ
る

力
や
こ
と
ば
の
発
達
を
促
す

子
ど
も
の
発
達
を
か
ら
だ

丸
ご
と
か
ら
と
ら
え
な
お
す

１１
月
１６
日
㈯

１３
：
３0
～
１６
：
３0

記念講演

ラパスホール

保
育
の
現
場
で
は
、
毎
年
の
よ
う
に
「
昨
年

度
よ
り
も
今
年
度
の
方
が
、
保
育
が
き
つ
い
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

「
赤
ち
ゃ
ん
が
、
昼
寝
を
し
な
い
。
泣
き
止
ま

な
い
。
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
く
れ
な
い
。
は
い
は

い
を
し
な
い
。
こ
と
ば
が
遅
い
」
な
ど
の
育
ち

に
関
す
る
心
配
で
あ
る
。
ま
た
、
３
～
５
歳
児

子
ど
も
の
発
達
を
か
ら
だ
丸
ご
と
か
ら
と
ら
え
な
お
す

記
念
講
演
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新
医
協
第
７７
回
総
会
・
全
国
研
究
集
会

で
は
「
落
ち
着
き
が
な
い
多
動
あ
る
い
は
寡
動

（
動
き
が
鈍
い
）
の
子
が
い
て
、
ざ
わ
ざ
わ
し

て
い
て
ク
ラ
ス
の
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

運
動
・
姿
勢
・
食
べ
る
力
が
弱
い
。
睡
眠
不
足

の
子
が
多
い
」
こ
と
を
訴
え
る
。
実
際
に
、
転

ん
で
顔
や
頭
、
歯
を
け
が
す
る
子
や
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
手
足
を
骨
折
す
る
子
も
多
く
な

っ
て
い
る
。

私
た
ち
「
ム
ー
ミ
ン
の
会
」
で
は
、
毎
年

「
子
ど
も
の
『
生
体
の
生
活
リ
ズ
ム
』
と
カ
ラ

ダ
（
脳
・
身
体
・
こ
こ
ろ
）
作
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
法
人
内
の
保
育
所
、
放
課
後
学
童
ク
ラ

ブ
、
障
害
児
の
通
所
事
業
所
が
そ
れ
ぞ
れ
実
践

報
告
を
発
表
し
合
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の
育
ち

の
土
台
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
快
起
・
快
眠
・

認定ＮＰＯ法人ムーミンの会
0歳から18歳までの保育 ・療育事業所

〒２２０－００５５横浜市西区浜松町１０－１０ なかまの杜 ☎０４５－３１５－２１４１
理事長　中川節男

・認可保育園（ムーミン保育園 あそびの杜保育園 ろぜっと保育園）
・放課後学童クラブ（陽だまり学童クラブ・なないろ学童クラブ）
・障がい児通所支援事業（児童発達支援・放課後等デイサービス）
　「つむぎ子ども教室」（ ５施設で療育事業と相談支援事業）

平和なればこそ楽しい保育。保育に「生体の生活リズム論」と発達の科学を！

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
は
、
人
間
の
生
物
学
的
な
性

別
と
は
区
別
さ
れ
た
社
会
的
性
別
の
こ
と
を
指

す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
と
は
、
人
や
社
会

が
男
女
の
役
割
に
つ
い
て
固
定
的
な
観
念
を
持

つ
こ
と
で
あ
り
、
特
に
女
性
に
対
し
て
社
会
的

・
文
化
的
に
作
ら
れ
た
差
別
的
な
扱
い
や
評
価

を
表
す
こ
と
が
多
い
。
一
方
、
こ
う
し
た
差
別

は
個
々
人
の
意
識
の
中
だ
け
で
は
な
く
、
社
会

に
お
け
る
政
策
や
制
度
と
し
て
作
ら
れ
た
客
観

性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
と
い
う
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
は
認
知
症
の
診
療
現
場

に
も
色
濃
く
反
映
す
る
。
明
治
以
来
の
日
本
的

家
制
度
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
型
福
祉

社
会
の
展
開
、
１
９
９
０
年
代
後
半
か
ら
本
格

化
し
た
新
自
由
主
義
的
経
済
体
制
を
経
な
が
ら

変
化
し
て
き
た
男
女
の
家
庭
内
・
地
域
内
役
割

分
業
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
み
な
ら

ず
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
通
じ
て
認
知
症

診
療
に
お
け
る
ケ
ア
の
課
題
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
。
そ
の
こ
と
を
事
例
を
中
心
に
報
告

す
る
。

我
が
国
に
お
い
て
は
６５
歳
以
上
の
各
年
代
に

お
い
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
有
病
率

 

今
田
隆
一  

坂
総
合
病
院
宮
城
県
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
／
脳
神

経
外
科
医
師
／
新
医
協（
新
日

本
医
師
協
会
）会
長

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
認
知
症

１１
月
１７
日
㈰

１0
：
00
～
１2
：
00

記念講演

ラパスホール

快
食
・
快
便
の
「
生
体
の
生
活
リ
ズ
ム
」
で
あ

る
。
そ
の
う
え
で
、
ヒ
ト
の
特
徴
的
能
力
の
第

一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
る
直
立
と
直
立
状
二
足
歩

行
が
、
仲
間
と
一
緒
に
快
動
・
快
笑
す
る
な
か

で
ど
う
育
っ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
は
そ
の
力

が
、
ヒ
ト
の
優
れ
た
言
語
能
力
に
ど
う
関
係
し

て
い
く
の
か
を
子
ど
も
の
姿
を
通
し
て
実
践
を

検
討
、
評
価
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
、
早
起
き
・
早
寝
の
質
の
良
い

睡
眠
リ
ズ
ム
を
獲
得
し
て
い
る
子
ど
も
が
、
毎

日
の
は
い
は
い
・
リ
ズ
ム
運
動
と
歩
く
保
育
の

積
み
重
ね
で
姿
勢
も
運
動
能
力
も
良
く
発
達
す

る
し
、
ま
た
咀
嚼
力
と
構
音
能
力
の
育
ち
に
も

関
係
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。

社社会会福福祉祉法法人人  

星星光光福福祉祉会会

〒003-0002

札幌市白石区東札幌

2 条 6 丁目 10−22

TEL 011-823-9204

〒003-0002
札幌市白石区東札幌
2条６丁目10-22
☎011-823-9204

社会福祉法人

星光福祉会
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新
医
協
第
７７
回
総
会
・
全
国
研
究
集
会

認
知
症
と
は
、「
脳
の
病
気
や
障
害
な
ど
様

々
な
原
因
に
よ
り
、
認
知
機
能
が
低
下
し
、
日

常
生
活
全
般
に
支
障
が
出
て
く
る
状
態
」
で

す
。
ま
た
、
認
知
症
に
は
、
脳
神
経
系
の
変
性

に
よ
っ
て
生
じ
る
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
な
ど
）
や
、
脳
血

管
障
害
（
脳
梗
塞
や
脳
出
血
な
ど
）
に
よ
る
血

管
性
認
知
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
神
経
変
性
疾
患
と
し
て
の
認
知
症
を

主
に
取
り
上
げ
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
通
常

の
加
齢
で
は
な
く
、
認
知
機
能
低
下
を
き
た
す

神
経
変
性
が
ど
う
し
て
生
じ
る
の
か
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
病
気
に
至
る
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
、

多
方
面
か
ら
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
生
じ
た
体
内

変
化
（
酸
化
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
炎
症
な
ど
）

が
、
慢
性
炎
症
化
す
る
こ
と
に
よ
り
中
枢
神
経

系
に
ダ
メ
ー
ジ
を
蓄
積
・
破
綻
す
る
こ
と
が
原

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

若
年
者
で
は
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
生
じ

る
活
性
酸
素
を
無
害
に
す
る
体
内
機
構
（
安
全

装
置
）
が
強
力
に
働
く
の
で
、
神
経
変
性
に
ま

で
進
展
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
加
齢
と

と
も
に
（
中
年
以
降
）、
安
全
機
能
低
下
リ
ス

ク
が
徐
々
に
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
認
知
症
の
予
防
・
改
善
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
、
慢
性
炎
症
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
多
角
的
戦
略
が
不
可
欠
で

す
。
そ
の
た
め
の
強
力
な
ツ
ー
ル
と
し
て
、
栄

養
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
例
：
健
康
な
土
壌
で
育

っ
た
植
物
の
豊
富
な
微
量
栄
養
素
・
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
摂
取
）
と
睡
眠
医
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、

規
則
正
し
い
リ
ズ
ム
と
良
眠
（
例
：
安
定
し
た

免
疫
系
）
が
あ
る
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

杉
田
義
郎  

大
阪
大
学
名
誉
教
授
／
精
神

科
医
師

は
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
高
い
。
従
来
は
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
変
化
や
加
齢
、
認
知
症
に
関
連
す

る
い
く
つ
か
の
疾
患
の
男
女
比
な
ど
か
ら
考
察

さ
れ
て
き
た
が
、
最
近
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
の
面
か
ら
考
察
す
る

報
告
が
増
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
学
歴
の
長

さ
、
職
業
選
択
に
お
け
る
知
的
刺
激
の
多
寡
、

有
償
労
働
に
お
け
る
収
入
格
差
（
年
金
も
含

む
）、
う
つ
病
発
症
と
そ
の
社
会
的
要
因
、
社

会
的
孤
立
、
肉
体
的
不
活
発
な
ど
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
課
題
は
認
知

症
の
発
症
に
も
好
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
今
回
は
２
０
２
４
年
７
月
３１
日
に
公

開
さ
れ
た
ラ
ン
セ
ッ
ト
常
設
委
員
会
報
告
を
中

心
に
、
各
種
統
計
資
料
や
文
献
に
基
づ
く
考
察

を
行
い
た
い
。

❶�

認
知
症
へ
の
栄
養
学
的
、

睡
眠
医
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ

認
知
症
の
実
際
と�

�

ア
プ
ロ
ー
チ

１１
月
１７
日
㈰

１３
：
３0
～
１６
：
３0

分科会

地下会議室

公正な医療と介護・福祉を提供し、安心して暮せる地域づくりに貢献します

理事長　土村まどか

宮城県多賀城市下馬二丁目１３番 ７ 号　電話 ０２２－３６１－１１１３　FAX ０２２－３６１－１１２４

公益財団法人　宮城厚生協会

〒556-0021 大阪市浪速区幸町 1 - 2 -33　Tel.06-6568-7731 Fax.06-6568-0564

理 事 長　小 澤　力

保険でよい歯科医療を
大阪府歯科保険医協会

1971年の発足から、歯科保険医の生活と権利を守り、
保険医療の充実を通じて国民医療を守るために活動しています。
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公
益
財
団
法
人

林

精

神

医

学

研

究

所

理
事
長　

林　
　
　

英　

樹

附
属
林
道
倫　

病
院

〒
７０３
―

８５２０　

岡
山
市
中
区
浜
四
七
二

☎　

〇
八
六
（
二
七
二
）
八
八
一
一

　

精
、
神
、
内
、
神
内
、
歯

岡
山
ひ
だ
ま
り
の
里
病
院

〒
７０２
―

８０１２　

岡
山
市
南
区
北
浦
八
二
二
―

二

☎　

〇
八
六
（
二
六
七
）
二
〇
一
一

　

精
、
神
、
内

精
神
科

神
経
科

㊗ 

新
医
協
第
７７
回

　
 

総
会
・
全
国
研
究
集
会

公
益
財
団
法
人

社
会
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

代
表
理
事　
　

天　

笠　
　
　

崇

〒
１７３
―

００２５　

板
橋
区
熊
野
町
四
七
―

十
一

☎　

〇
三
（
五
九
二
六
）
七
〇
九
〇

労
災
職
業
病
相
談
、
健
康
調
査
研
究
・
労
働
安

全
衛
生
教
育
、
季
刊
誌
「
労
働
と
医
学
」

私
は
、
７５
才
の
後
期
高
齢
者
に
な
り
ま
し

た
。
病
院
や
診
療
所
、
調
剤
薬
局
で
薬
剤
師
５０

年
、
２
０
１
２
年
か
ら
は
ケ
ア
マ
ネ
を
兼
務
し

て
１２
年
働
い
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
ケ
ア
マ
ネ

業
務
の
中
で
２２
人
の
認
知
症
の
利
用
者
さ
ん
と

お
会
い
し
ま
し
た
。
私
の
母
と
長
兄
、
長
姉
は

８０
代
に
入
り
認
知
症
に
な
り
、
母
と
姉
は
既
に

亡
く
な
り
、
長
兄
は
施
設
に
入
所
し
て
い
ま

す
。
私
も
、
い
つ
か
は
認
知
症
に
な
る
の
で
は

と
不
安
に
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
認
知
症
に
限

ら
ず
利
用
者
さ
ん
・
患
者
さ
ん
や
家
族
の
人
権

を
大
切
に
し
よ
う
と
心
が
け
て
い
ま
す
。
利
用

者
さ
ん
の
話
す
こ
と
を
、「
そ
の
ま
ま
聞
く
、

否
定
し
な
い
」、
し
か
し
実
際
に
は
得
て
し
て

利
用
者
さ
ん
よ
り
も
家
族
の
意
向
を
優
先
し
が

ち
で
す
が
、
頭
の
隅
で
は
利
用
者
さ
ん
は
、
ど

う
思
っ
て
い
る
の
か
、
感
じ
て
い
る
の
か
を
観

察
し
、
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
し
か

❷�
ケ
ア
マ
ネ
、薬
剤
師
の
仕
事

を
通
し
て
認
知
症
に
つ
い
て

考
え
る

し
、
特
に
同
居
す
る
家
族
の
負
担
は
、
重
く
、

精
神
的
に
も
き
つ
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
家
族

関
係
を
調
整
し
な
が
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
認
知
症
に
つ
い
て
、
症
状

の
多
様
性
、
様
々
な
家
族
と
の
関
わ
り
方
、
一

人
暮
ら
し
の
場
合
の
関
わ
り
方
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
な
ど
と
の
関
わ
り

方
を
、
具
体
的
な
事
例
を
話
し
て
、
参
加
者
と

議
論
し
、
認
知
症
と
い
う
状
態
の
利
用
者
さ

ん
、
家
族
と
ど
の
よ
う
に
付
き
合
え
ば
、「
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
た
関
係
」「
互
い
が
落
ち

着
い
た
穏
や
か
な
関
係
」
で
繋
が
り
あ
え
る
の

か
を
考
え
、
認
知
症
に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め

る
機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

一
般
に
運
動
器
疾
患
治
療
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
鍼
灸
治
療
に
お
い
て
、
認
知
症
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
が
可
能
と
言
う
と
驚
か
れ
る
で
し
ょ
う

か
。鍼

灸
治
療
に
お
け
る
認
知
症
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
国
内
外
問
わ
ず
行
わ
れ
て
お
り
、
論
文
ベ

ー
ス
で
は
脳
血
流
量
の
増
加
が
起
こ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
一
般
的
な
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、

鍼
灸
治
療
に
こ
の
よ
う
な
内
科
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
可
能
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
浸
透
し
て
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

漢
方
と
同
様
東
洋
医
学
に
基
づ
い
た
治
療
体

系
が
組
ま
れ
て
い
る
鍼
灸
治
療
は
、
認
知
症
に

お
け
る
中
核
症
状
（
認
知
機
能
障
害
）
や
周
辺

症
状
（
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
：
精
神
症
状
、
行
動
障
害
、

睡
眠
障
害
、
不
穏
、
興
奮
、
鬱
な
ど
）
の
み
な

ら
ず
、
年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
伴
う
心
身
の
不

具
合
に
ま
で
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
す
。
加
え

て
鍼
灸
治
療
を
発
症
前
か
ら
の
介
入
す
る
こ
と

に
よ
る
早
期
発
見
や
予
防
、
認
知
症
発
症
後
の

治
療
、
養
生
指
導
（
栄
養
運
動
休
養
指
導
や
環

境
設
定
な
ど
）
な
ど
の
総
合
的
な
進
行
予
防
も

❸�

鍼
灸
に
出
来
る
こ
と�

〜
認
知
症
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〜

可
能
で
す
。
ま
た
そ
の
臨
床
に
お
い
て
は
細
か

な
問
診
と
身
体
に
直
接
触
れ
る
と
い
う
治
療
の

特
色
か
ら
、
タ
ク
テ
ィ
ー
ル
ケ
ア
の
よ
う
な
効

果
や
、
他
職
種
連
携
に
有
用
な
情
報
の
収
集
、

介
護
者
の
ケ
ア
ま
で
可
能
と
な
り
、
そ
の
有
用

性
は
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
実
際
の
社
会
に
お
い
て
は
厚

生
労
働
省
が
示
す
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
図
に
鍼

灸
師
が
い
な
い
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

そ
の
有
用
性
が
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
今
回
貴
重
な
お
時
間
を
頂
く

こ
と
に
よ
り
認
知
症
治
療
お
い
て
鍼
灸
師
が
出

来
る
こ
と
並
び
に
地
域
医
療
連
携
の
中
に
お
け

る
鍼
灸
師
の
役
割
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

 
石
丸
喜
子 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
／
薬
剤
師

 

中
野
ひ
と
み  

ひ
と
み
治
療
院
院
長
／
鍼

灸
師
／
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
師
／
作
業
療
法
士

認
知
症
の
実
際
と
ア
プ
ロ
ー
チ

分
科
会

認
知
症
の
実
際
と
ア
プ
ロ
ー
チ

分
科
会
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研
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集
会

そ
も
そ
も
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
何
？

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
パ
ー
フ
ロ
ロ
ア
ル
キ
ー
ル
サ
ブ

ス
タ
ン
ス
：
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
と
は
、
化

学
的
に
は
、
分
子
内
に
１
つ
以
上
Ｃ
Ｆ
２
あ
る

い
は
、
Ｃ
Ｆ
３
を
含
む
化
合
物
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
分
子
を
わ
ざ
わ
ざ
分
子
内
に
入
れ
る

こ
と
で
、
水
を
は
じ
く
性
質
や
、
油
と
水
の
両

方
に
溶
け
る
性
質
や
、
紫
外
線
の
作
用
に
も
強

く
、
熱
に
も
分
解
さ
れ
に
く
い
性
質
を
得
る
こ

と
に
な
る
。

代
表
的
な
Ｃ
８
化
合
物
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

（
パ
ー
フ
ロ
ロ
オ
ク
タ
ノ
イ
ッ
ク
エ
ッ
シ
ド
）、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
パ
ー
フ
ロ
ロ
オ
ク
タ
ノ
イ
ス
ル
フ

ォ
ン
酸
）
が
あ
る
。
熱
で
分
解
さ
れ
に
く
い
性

質
か
ら
か
ら
泡
消
火
剤
や
、
水
に
溶
け
に
く
い

テ
フ
ロ
ン
を
溶
か
す
た
め
の
溶
剤
と
し
て
利
用

さ
れ
る
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
危
険
？

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
代
表
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
は
、
対

応
す
る
Ｃ
８
の
脂
肪
酸
で
あ
る
カ
プ
リ
ル
酸
の

水
素
を
フ
ッ
素
で
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
。

体
内
で
こ
れ
ら
置
換
さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
や
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
は
分
解
さ
れ
な
い
た
め
、
分
解
さ
れ
ず
過

剰
に
分
解
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
り
続
け
健
康
影
響

を
引
き
起
こ
す
。
従
っ
て
、
そ
の
健
康
影
響
は

ス
イ
ッ
チ
が
過
剰
な
状
態
を
強
調
し
た
も
の
に

な
る
。
ま
た
十
分
な
疫
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ

る
健
康
影
響
と
し
て
、
免
疫
の
抑
制
作
用
、
脂

質
代
謝
異
常
、
胎
児
新
生
児
の
成
長
の
抑
制
、

腎
臓
ガ
ン
の
発
症
が
あ
る
（
米
国
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
や
Ｅ
Ｕ
の
毒
性
評
価
）。
血
中
濃
度
が
２０�

ng

／
ml
を
超
え
る
と
健
康
リ
ス
ク
が
増
す
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の

が
ん
専
門
の
機
関
の
国
際
が
ん
研
究
機
関
は
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
ヒ
ト
の
発
が
ん
物
質
と
し
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
を
可
能
性
の
あ
る
物
質
に
分
類
し
て
い

る
。

↖

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
環
境
汚
染
に�

�

ど
う
立
ち
向
か
う
か

１１
月
１７
日
㈰

１３
：
３0
～
１６
：
３0

分科会

ラパスホール

 

小
泉
昭
夫  
京
都
大
学
名
誉
教
授
／
社
会
健
康
医
学
福
祉
研
究
所
所
長

❶
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
っ
て
な
に
？
危
険
？

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
水
や
油
を
弾
き
、
熱
に
も
強
い
性

質
か
ら
広
く
日
常
生
活
品
、
工
業
製
品
に
用
い

ら
れ
て
き
た
。
一
方
、
米
欧
で
は
２
０
０
０
年

代
初
頭
よ
り
そ
の
毒
性
が
問
題
視
さ
れ
、
裁
判

な
ど
を
通
じ
て
製
造
、
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
き

た
が
、
国
内
の
対
応
は
遅
く
２
０
１
９
年
以
降

よ
う
や
く
３
物
質
の
製
造
、
使
用
が
禁
止
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
２
０
２
０
年
の
環
境
省
調
査
で

暫
定
基
準
値
（
５０�

ng
／
Ｌ
）
を
超
え
る
河
川
、

地
下
水
が
続
出
。
全
国
一
高
濃
度
を
検
出
し
た

の
が
摂
津
市
を
中
心
と
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。

２
０
０
０
年
初
頭
よ
り
こ
の
問
題
の
調
査
・
研

究
を
行
っ
て
き
た
京
都
大
学
小
泉
昭
夫
氏
ら
チ

ー
ム
に
よ
り
ダ
イ
キ
ン
工
業
淀
川
製
作
所
が
主

要
汚
染
源
と
特
定
さ
れ
た
。
淀
川
製
作
所
は
２

０
１
２
年
ま
で
半
世
紀
に
わ
た
り
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を

製
造
し
て
き
た
日
本
最
大
の
化
学
プ
ラ
ン
ト
で

あ
る
。

❷�

大
阪
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
と
健

康
を
守
る
会
の
と
り
く
み

２
０
０
９
年
か
ら
は
大
阪
府
、
摂
津
市
、
ダ

イ
キ
ン
工
業
の
三
者
に
よ
る
〝
秘
密
裏
〟
対
策

会
議
が
行
わ
れ
て
き
た
。
情
報
公
開
請
求
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
議
事
録
で
は
「
市
民
の

問
い
合
わ
せ
に
は
『
汚
染
源
は
わ
か
ら
な
い
』

『
原
因
は
わ
か
ら
な
い
』
と
答
え
る
」「
健
康

被
害
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
（
ダ
イ
キ

ン
）」、「
環
境
省
も
健
康
被
害
は
認
め
て
い
な

い
（
大
阪
府
）」
等
の
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。２

０
２
３
年
１１
月
、「
大
阪
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

と
健
康
を
考
え
る
会
」
が
発
足
、
市
民
運
動
が

ス
タ
ー
ト
。
昨
秋
行
っ
た
１
１
９
０
人
の
血
液

検
査
で
は
、
全
体
の
３
割
超
が
米
国
科
学
ア
カ

デ
ミ
ー
の
健
康
管
理
指
針
値
を
超
え
、
淀
川
製

作
所
周
辺
地
域
で
は
よ
り
高
い
値
を
検
出
し

医
療
法
人
財
団　

健

康

文

化

会

理
事
長　

篠　

田　
　
　

格

☎　

〇
三
（
三
九
六
八
）
七
八
五
〇

小

豆

沢

病

院

院
長　

一　

瀬　

隆　

広

〒
１７４
―
８５０２　

東
京
都
板
橋
区
小
豆
沢
一
―
六
―
八

☎　

〇
三
（
三
九
六
六
）
八
四
一
一

昭
和
52
年
11
月
21
日
学
術
刊
行
物
認
可

発
行
所
：
新
医
協（
新
日
本
医
師
協
会
）

 

長
瀬
文
雄  

大
阪
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
と
健
康
を
考
え
る
会
事
務
局
長

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
環
境
汚
染
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か

分
科
会

JAPAN MEDICINA REVUO

通巻125号

HPはこちら↓

医
学
評
論
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た
。
元
従
業
員
は
３０
倍
を
超
え
た
。
私
た
ち

は
、
現
在
、「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
相
談
外
来
」
を
実
施

し
、
精
密
検
査
や
健
康
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
国
、
行
政
、
企
業
に
対
し
、「
徹
底
的

な
環
境
調
査
と
情
報
公
開
」「
大
規
模
な
健
康

影
響
調
査
の
実
施
と
健
康
管
理
」「
環
境
改
善

対
策
と
欧
米
並
み
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
規
制
」
の
実
施

を
求
め
て
い
る
。
引
き
続
き
全
国
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

市
民
運
動
と
連
携
し
て
汚
染
か
ら
健
康
を
守
る

と
り
く
み
を
す
す
め
た
い
。

 

大
山
美
宏  

昭
島
相
互
診
療
所
副
所
長
／
医
師
／
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
か
ら
昭
島
市
民
を
守
る
会　

共
同
代
表

❸
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
健
康
障
害

多摩における
PFAS をめぐる動き

横田基地の泡消火剤が原因

PFAS 血中濃度
測定の結果

驚くべき７９１人の結果

昭島市の独自の
水道事業と
キャッチフレーズ

昭島の５０人結果

「PFAS から昭島市
民を守る会」の結成
と共同代表就任

１１０名を超える会員

病体生理研究所の
測定開始と同時に
採血開始

病体の半分の数

その結果 ２５％超える　安全な血中濃
度の人は非常に少ない

我々の運動の
当面の目標

市長選挙を終えて

運動のエンドポイン
トの試論

妊娠可能年齢の女性と子供
の血中濃度を２ng/ml 以下に

疫学的哲学 国の当面の姿勢を突破する
ために健康障害の全国的疫
学的調査：妊娠可能年齢の
女性と子供血液検査をマッ
ピング
運動的に行政の不作為を攻
める
地方行政から中央へ
科学的姿勢を堅持

 

中
川
博
之  

一
般
財
団
法
人
東
京
保
健
会
・
病
体
生
理
研
究
所　

精
度
保
証
室　

室
長
／
環
境
発

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー　

事
務
局

❹�

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
液
検
査
を
開
始

し
て

㊗ 

新
医
協
第
７７
回
総
会
・
全
国
研
究
集
会

〒555-0024　大阪市西淀川区野里 3 - 6 - 5
T E L （ 0 6 ） 6 4 7 6 - 4 5 1 1
F A X （ 0 6 ） 6 4 7 6 - 4 5 1 2

― いのちの平等めざして ―
公益財団法人 淀川勤労者厚生協会

1947年、西日本で初めて誕生した “労働者のために労働者による” 病院
“無差別・平等” の医療と介護の実現を求めて今年で77年になりました。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
環
境
汚
染
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か

分
科
会

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
環
境
汚
染
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か

分
科
会

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
土
壌
や
地
下
水
汚
染
が
、

全
国
各
地
で
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
水
道

水
、
食
品
、
大
気
な
ど
あ
る
ゆ
る
経
路
か
ら
Ｐ

弘前市大字野田２丁目２の１

伊藤真弘理事長

～ Healthy life creating together ～
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㊗ 

新
医
協
第
７７
回
総
会
・
全
国
研
究
集
会

医療団体連絡会議（医団連）

新医協（新日本医師協会）　会長　今田隆一

〒151－0053　東京都渋谷区代々木２－５－５　新宿農協会館５階
TEL：03（3375）5121（代表）FAX：03（3375）1862・1885

無差別・平等の医療と福祉の実現を目指して71年

〒113－8465　東京都文京区湯島２－４－４　平和と労働センター７階
電話　03－5842－6451　FAX　03－5842－6460

全日本民主医療機関連合会　会長　増田　剛

健康をつくる。平和をつくる。
いのち輝く社会をつくる。

〒110－0013東京都台東区入谷１－９－５　日本医療労働会館３階
電話：03－3875－5871　FAX：03－3875－6270

日本医療労働組合連合会

〒169－0073東京都新宿区百人町3－25－1　サンケンビルヂング5F
TEL：03（4334）1580　FAX：03（4334）1585

Ｆ
Ａ
Ｓ
が
体
内
に
取
り
込
ま
れ
、
健
康
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
病
体
生
理
研
究
所
で

は
、
研
究
所
内
の
「
環
境
発
が
ん
研
究
セ
ン
タ

ー
（
セ
ン
タ
ー
長
：
京
都
保
健
会
・
京
都
大
学

名
誉
教
授　

小
泉
昭
夫
先
生
）」
に
お
い
て
、

住
民
の
健
康
不
安
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
運
動
の
一

環
と
し
て
貢
献
す
る
べ
く
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
液
検

査
を
２
０
２
４
年
４
月
３０
日
よ
り
開
始
し
た
。

社
会
医
療
法
人
社
団
健
生
会
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問

題
に
先
行
し
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
健
生
会

よ
り
要
請
を
受
け
て
昨
年
５
月
に
京
都
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
准
教
授　

原
田
浩
二
先
生
の

研
究
室
、
島
津
テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
社
へ
訪
問

し
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
液
検
査
実
施
に
向
け
て
検
討

を
開
始
し
た
。
分
析
装
置
や
検
体
前
処
理
装
置

導
入
、
施
設
内
の
空
調
設
備
等
の
施
工
を
行

い
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査
室
と
し
て
適
し
た
環
境
に

改
修
。
検
体
と
し
て
環
境
水
等
の
測
定
方
法
は

米
国
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｄ

５
３
３
、
５
３
７
・
１
、
１
６
３
３
で
通
知
さ

れ
て
い
る
が
、
血
液
を
検
体
と
す
る
測
定
方
法

は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
高
速
液
体
ク
ロ
マ
ト

グ
ラ
フ
質
量
分
析
計
（
Ｌ
Ｃ–

Ｍ
Ｓ
／
Ｍ
Ｓ
）

を
用
い
、
血
液
検
体
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
検
出
す

る
メ
ソ
ッ
ド
作
成
を
島
津
製
作
所
、
バ
イ
オ
タ

ー
ジ
社
の
Ｌ
Ｃ
／
Ｍ
Ｓ
分
析
士
と
共
に
検
討
を

行
い
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
Ｅ
Ｐ
Ａ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ

ｏ
ｄ
に
準
拠
し
た
方
法
で
７
種
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
測

定
を
可
能
と
し
た
。

２
０
２
４
年
８
月
末
時
点
で
、
１２
施
設
１
８

８
件
の
測
定
依
頼
が
あ
り
、
３０
日
以
内
に
結
果

報
告
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
は
民
医
連
施
設
が

主
だ
が
、
住
民
団
体
や
行
政
機
関
か
ら
の
受
託

も
可
能
で
あ
る
。
今
後
は
ド
イ
ツ
の
国
際
的
な

ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
試
験
で
あ
る
Ｇ–

Ｅ
Ｑ
Ｕ
Ａ

Ｓ
を
受
審
し
、
精
度
お
よ
び
品
質
保
証
の
認
証

を
受
け
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
液

検
査
に
よ
り
健
康
被
害
の
予
防
に
繋
げ
、
デ
ー

タ
蓄
積
に
よ
る
健
康
影
響
の
実
態
解
明
に
寄
与

で
き
る
よ
う
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

第
75
回
総
会
の
新
医
協
会
則
の
改
定
に
よ
り
、総
会
は
会
員
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
。

役
員
、
事
務
局
一
同
、
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ミーティング ID

８１０�２３９５�６３８８
パスコード

４９２�６７７
総会に参加される方へ

直接、「新医協」へメール・電話

（ １面掲載）をして下さい。

顔
と
お
名
前
を 

 

お
出
し
く
だ
さ
い
。

日
時
：�

１１
月
１6
日
（
土
）

午
後
１８
時
～
２０
時

会
場
：�

東
京
労
働
会
館�

オ
ン
ラ
イ
ン

☆
議
題
：�

情
勢
・
活
動
経
過
・
方
針
、

決
算
・
予
算
・
監
査
、�

役
員
選
出
、
そ
の
他

第第
７７７７
回
新
医
協
総
会

回
新
医
協
総
会  

案
内
案
内
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１０：００ １２：００ １３：３０ １６：３０ １８：００ ２０：００

１１
月
１７
日（
日
）

１０：００ １２：００ １３：３０ １６：３０

会
場
と
開
会
時
間
を
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
、あ
ら
か
じ
め

ご
確
認
の
う
え
参
加
下
さ
い
。

新医協 第７７回総会・全国研究集会 日程一覧

 

6 

5 

4 

3 

2 

※ 地下会議室へは、階段をご利用ください。 

 
 

 
 

 

7

1

ラパスホール

入口
分科会地下

1６日㊏ 記念講演／第７７回総会
1７日㊐ 記念講演／分科会

【　両日ともに会場とオンライン中継　 】

東
京
労
働
会
館

Ｊ
Ｒ
山
手
線「
大
塚
駅
」、地
下
鉄
丸
の
内
線「
新
大
塚
駅
」下
車
、

徒
歩
７
分
／
東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
２
―
３３
―
１０

記念講演

ジェンダーと
� 認知症

［東京労働会館 ７Ｆ
 ラパスホール］

分科会

ＰＦＡＳ環境汚染にどう立ち向かうか
 ［東京労働会館  ７ Ｆ ラパスホール］

分科会

認知症の実際とアプローチ
 ［東京労働会館 地下会議室］

１１
月
１６
日（
土
）

記念講演

子どもの発達を
からだ丸ごとから

とらえなおす

［東京労働会館 ７Ｆ
 ラパスホール］

第７７回総会

［東京労働会館 ７Ｆ
 ラパスホール］

右記のQRコードから、またはメール・FAX（ １面記載）などで、必ず事前にお申込
み下さい。ご確認後に受講票（オンライン視聴方へは ID、PW）等をお送りいたします。
オンライン参加費は以下の口座から、会場参加の方は当日「受付」でも構いません。
お支払いお願いいたします。郵便振替．００１７０-９-１８０７５３　新日本医師協会

申
込
方


